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≪日和祭≫
今年度の日和祭は、「一期一会 ～最高の瞬間と忘れられない青

春を～ 」というテーマのもと、文化祭実行委員会を中心に全校
生が一丸となって文化祭を創り上げました。総合学習や合唱、そ
して生徒会企画など、すべての活動に一生懸命に取り組み中学校
生活での輝かしい１ページを飾ることができたことと思います。
オープニングでは、映像により日和祭の準備や練習の様子を紹

介し、日和祭当日までの楽しかったことや苦しかった出来事を思
い起こす工夫があり、総合や合唱、生徒会企画など、当日の発表
への思いを高めることができました。また、壁画の発表もあり、
生徒全員で作成した壁画に感動しました。
英語弁論では、３年生の高畑歴輝君と酒井翔君が素晴らしいス

ピーチを披露するとともに、スクリーンには発表の内容が日本語
で表示され、興味を持って聞くことができました。長崎派遣発表
では、２年生の青山怜平君が原爆での被害やその後の様子を分か
りやすく発表しました。ベラルーシ派遣発表では、２年生の須賀
大和君が異文化の交流を通して現地の生活の様子や名所を分かり
やすく発表しました。
総合学習では、１年生が「郷土とともに生きる」をテーマに会

津の歴史や文化について、２年生が「職業とともに生きる」をテ
ーマに職業体験から学んだこと、３年生が「命の大切さを学ぶ」
をテーマに大学や専門学校などで体験したことから「今できるこ
とは何か」を寸劇やクイズ・ダンスやユーモアを交えて、楽しく、分かりやすく発表しました。
それぞれの学年の発表から多くのことを感じとることができたと思います。
各学級が競い合い、熱心に練習に取り組んだ校内合唱コンクールは、昨年度以上にレベルの高

いコンクールになりました。声量はもちろん、ハーモニーや表現にも練習した成果がでており、
素晴らしい歌声が体育館に響き渡りました。３年２組と３年３組の皆さんは、文化センターにお
いても日和田中学校の代表として、すばらしいハーモニーを披露してください。
コンクールの結果は、最優秀賞 ３年３組、優秀賞 ３年２組、２年１組、１年２組でした。
生徒会企画は、今年も楽しい発表でした。４人の司会者は、とても可愛らしい仮装でびっくり

しました。司会進行も工夫され、次は何が起こるのか「どきどき」「わくわく」でした。１４グ
ループの皆さん、歌やダンス、民話や楽器の演奏など、クオリティーの高い発表で体育館にいる
すべての方々を楽しませていただきありがとうございました。
吹奏楽部の皆さんには、楽しい音楽、心に響く音楽、そして中澤先生の指揮による演奏など会

場の雰囲気を盛り上げていただきました。素晴らしい音楽をありがとうございました。
エンディングでは、日和祭の様子を映像で紹介していただき、１日の様子を振り返ることができ

ました。こんなに早く日和祭の映像を編集した実行委員の方々に感謝します。そして、各係の代
表から日和祭までの取り組みについての発表がありました。その言葉には重みがあり、心に響き
ました。さらには、日和祭の大成功をくす玉で表現し、最後には、テーマソングを全校生で合唱
し最高潮の盛り上がりで終了することができました。実行委員、生徒会役員、そして全校生の皆
さんの力と英知が結集した素晴らしい文化祭でした。
最後に、日和祭に足を運んでいただいた評議員の方々、地域の皆様、保護者の皆様、駐車場の

整理をしてくださったＰＴＡ役員の皆様に心より感謝いたします。

≪生徒会交代式≫
日和祭の中で、新旧の生徒会役員の引き継ぎ「交代式」を行いました。前生徒会の皆さん、１

年間ありがとうございました。前生徒会長の髙野虹美さん、１年間を振り返って、苦しかったこ
とや楽しかったこと頑張ったことが蘇ったことと思います。その思いがあいさつに表れていまし
た。感動のあいさつは後輩の新生徒会に引き継がれたと思います。新生徒会の皆さん、先輩の思
いを引き継ぎ頑張ってください。
前生徒会 会長 髙野虹美、副会長 矢内響生 鈴木瑠月、書記 桑名 葵、会計 今川知哉
新生徒会 会長 萩原秀太、副会長 酒井 萌 須賀大和、書記 行之内わかな 榎屋美帆

会計 小針虎流 大野勇太郎

教育目標

優しく ～ 思いやりのある人

賢 く ～ すすんで学習する人

逞しく ～ 心身ともに健康な人

目指す生徒像

豊かな心を持ち、思いやりのある生徒

学習課題を持ち、追究する生徒

たくましい心と体を持つ生徒


